


























































































































































































































































学年 男 女 合計
1 35 21 56
2 33 50 83
3 12 4 16
4 2 1 3





















































































































































16Aウェブ協力 　 　 　 　 　
16B道案内 　 0.32 　 　 　
16C発表 　 0.32 　 　 　
16D遠い組織での提案 　 　 　 0.47 －0.28
16D近い組織での提案 　 　 　 0.47 －0.31






















































































































































6 38 59 19 122
4.9% 31.1% 48.4% 15.6% 100.0%
していない
0 11 26 10 47
0.0% 23.4% 55.3% 21.3% 100.0%
合　計 6 49 85 29 169




































22 2 11 0 35
62.9% 5.7% 31.4% 0.0% 100.0%
ときどきあった
28 10 19 1 58
48.3% 17.2% 32.8% 1.7% 100.0%
たまにあった
17 3 11 1 32
53.1% 9.4% 34.4% 3.1% 100.0%
めったになかった
15 5 19 3 42
35.7% 11.9% 45.2% 7.1% 100.0%
合　計
82 20 60 5 167
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注
ⅰここでは「日本人」ではとして、個人としての日本人にそのような性格があるように描かれてい
るが、後に見るように、このような性格はむしろ日本の社会にビルトインされており、そのよう
な社会に対する適応として、個々の個人はそのようにふるまっていると考えられる。
ⅱただし、リーダーにふさわしい人のイメージに関しては、中国などの儒教文化圏でも英語圏の研
究と同様の結果がでている（LeungandBozionelos2004）｡
ⅲ他に自発的リーダーシップと関連する概念として、プロアクティヴ行動（Crant2000）、パーソ
ナル・イニシアティヴ（Freseetal.1997）、フォロワーシップ（Kelly1992）などがあるが、そ
れらとの関係については稿を改めて論じる。
ⅳこの負債については、ボランティアのパラドックスとして、仁平（2011）が分析を行っている。
ⅴこの悪循環については、正高（1998）におけるいじめの二極化現象と同じ説明があてはまるだろ
う。
ⅵ選択肢には、「個人中心」、「集団中心」以外に「どちらでもない」があった。（それぞれ42人、37
人、15人）。カイ二乗検定は、この分類を入れず２×２のクロス表で計算している。

